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情報誌名 
「KAKEHASHI」は、 

応援職員さん同士や、 
派遣元自治体と岩手
県をつなぐ架け橋と 
なればとの願いを 
こめています♪ 

    大船渡市         
復興の状況を                    

 写真でご紹介します。 
＜写真提供：大船渡市＞ 

大船渡港 

大船渡駅周辺 

移転した赤崎中学校 

赤崎グランド 

（サッカーピッチ１面、フットサル
ピッチ１面、少年用野球場など） 

キャッセン大船渡 

（「キャッセン」とは「いらっしゃいませ」 
という意味の方言です） 



         ①本多 渉（ほんだ わたる）                                   
           ②神奈川県相模原市 
           ③R2.4.1～R3.3.31 
④復興政策課（復興記録誌の作成、防集団地の管理、財
務・庶務等）              
⑤派遣となって人生で初めて大船渡に来ましたが、魚、
酒、海、山と本当に魅力的で大好きな場所です。特に瓶
詰めウニは衝撃的でした。なんとか少しでもこの街の役
に立ってから帰りたいという思いで毎日仕事に向き合っ
ています。 
 大船渡の方は真面目で温かい人ばかり（そして美女が
多い！）という印象です。職場の雰囲気も明るくて良い
人ばかりで、日々新たな発見や学びをさせていただいて
います。今後も周囲の方や家族への感謝を忘れずに頑張
ります。 

大船渡市 
～応援職員のご紹介～ 

 
 

応援職員から 

①氏名 ②派遣元 ③派遣期間 ④所属 ⑤一言 

①氏名 ②所属 ③一言 

派遣先職員から 
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          ①古澤 愛子 
          （こざわ あいこ） 
          ②復興政策課 
③「本多渉さんへ」 
   本多さんには、大船渡市の復興の総仕上
げとして作成する復興記録誌や防災集団移
転促進事業の空き区画に関する事務を担当
いただいています。 
   相模原市でのケースワーカーの経験もあ
り、誰にでも丁寧な気遣いのある対応を心
がけているのでとても安心感があり、地域
のイベントを手伝うなど、積極的に地域と
も交流をしていただいております。 
   新型コロナの影響で、帰省の際にもいろ
いろとご苦労を感じられていることと思い
ますが、この１年間、健康に留意され、今
後ともご助力いただきますようお願いしま
す。  

           ①本多 渉（ほんだ わたる）                                   
           ②神奈川県相模原市 
           ③R2.4.1～R3.3.31 
④復興政策課（復興記録誌の作成、防集団地の管理、財務・庶務等）              
⑤派遣となって人生で初めて大船渡に来ましたが、魚、酒、海、山と
本当に魅力的で大好きな場所です。特に瓶詰めウニは衝撃的でした。  
 なんとか少しでもこの街の役に立ってから帰りたいという思いで毎
日仕事に向き合っています。 
 大船渡の方は真面目で温かい人ばかり（そして美女が多い！）とい
う印象です。職場の雰囲気も明るくて良い人ばかりで、日々新たな発
見や学びをさせていただいています。今後も周囲の方や家族への感謝
を忘れずに頑張ります。 

①髙橋 亮（たかはし りょう）   ②神奈川県相模原市                            
③ R2.4.1～R3.3.31  ④都市整備部建設課（道路に関する許認可
事務等）              
⑤大船渡市に赴任して１番に感じたことは、「人の優しさ」です。
大船渡市職員の皆さんをはじめ、地元の方々などの優しさや温かさ
に触れる度に、大船渡市に来て本当に良かったなと感じています。 
   早いもので大船渡市での生活もあっという間に５か月が経過して
しまいました。これからも少しでも大船渡市のお力になれるよう取
り組むとともに、大船渡市に赴任したからこその「出会い」を大切
にして、１つ１つの経験を楽しんでいきたいと思います。 

趣味は筋トレで
す。脳筋と言わ
れないよう頭も
鍛えていきたい
です。。 

盛岡で、人生
初のわんこそ
ばに挑戦！！ 

①鈴木 拓也（すずき たくや） 
②都市整備部建設課 
③「髙橋亮さんへ」 
 自分が技術職のため、事務方の仕事でわ
からないことがあれば、隣の席の髙橋さん
に教えてもらっています。 
 大船渡市という見知らぬ土地にきて、本
人が一番忙しかったり、疲れていたり、わ
からないこともあるなかで、笑顔で教えて
くれる髙橋さんには、非常に感謝していま
す。 
 コロナ禍で観光も難しい状況ですが、大
船渡市のみならず、岩手県を満喫してもら
えたら嬉しいです。特に花巻市のブリュー
ジュプリュスの生クリームアンパンがおす
すめです。 

災害復興局復興政策課のみなさんと 

古澤さん 

本田さん 

左が鈴木さん、真ん中が髙橋さん 

中止となった七夕まつりの代わ
りに、光の絵を描く「ピカボー
ド」を製作し展覧会を行いまし
た。私は「おおふなトン」と
「さがみん」を描きました。 
。 



～応援職員のご紹介～ 

 
 

 
 

①氏名 ②派遣元 ③派遣期間 ④所属 ⑤一言 

①氏名 ②所属 ③一言 派遣先職員から 
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    釜石市 

①高橋 真琴（たかはし まこと） ②岩手県北上市                                
③ R2.4.1～R3.3.31  ④税務課（固定資産税）              
⑤釜石市税務課の職員として固定資産税の業務を担当
しています。  
 税務課がある釜石市役所第１庁舎は昭和29年に建設
された建物です。慣れない環境の中で戸惑っていまし
たが、職場の皆様にサポートしていただき、充実した
毎日を送っています。 
 釜石市では老朽化した庁舎に代わる新庁舎の建設を
計画しています。新しいまちづくりに取り組んでいる
釜石市で、これまでに学んだことを業務に活かすとと
もに、少しでも釜石市の復興にお役に立てるよう頑張
ります。 

                           ①織田 巧（おだ たくみ）        
                                 ②岩手県奥州市                  
                               ③ R2.4.1～R3.3.31  
                                 ④税務課資産税係（土地担当）             
                                 ⑤父親の転勤で小・中学校の４
年間を釜石市鵜住居町で過ごしました。 
 以前に釜石市から人事交流で水沢市（現奥州市）に来
ていた方がおられ、いつか機会があれば釜石市で勤務し
たいと思いました。 
 釜石市では固定資産税の土地業務を担当しています。
奥州市とは異なる点もあり、日々勉強の気持ちで職務に
従事しています。 
 休日はみちのく潮風トレイルのコースを丸1日歩きま
す。汗まみれにな 
りますが、帰宅後 
はすぐに入浴と洗 
濯をして涼みます。 
汗を洗い流した後 
に飲む冷えた一杯 
は格別です。 

みちのく潮風トレイ
ルの綾里崎にて 

①高橋 紘史（たかはし ひろふみ） ③岩手県花巻市 ③ R2.4.1～R3.3.31 
④税務課資産税係（土地評価）                                              
⑤復興事業も最終段階を迎えつつある状況の中で、その一助になれればと派遣を
希望してまいりました。 
 内陸育ちなので、沿岸での仕事・生活には戸惑うことも多いですが、職場の皆
さんに優しくご指導いただいて、とても充実した日々を過ごしています。 
 自分の持っている知識、経験を少しでも釜石市のお役に立てることができれば
と思いつつ、この一年で学んだことを派遣元に戻ってからの職務に生かせるよう
にしていきたいと思っております。 

釜石市役所 
（赤い丸印が高
橋さんです） 

①川原 豊（かわはら ゆたか） ②総務企画部税務課 
③織田巧さん、高橋真琴さん、高橋紘史さんには、資産税係の土地業務
にご尽力いただいております。派遣元での経験を活かし即戦力としてご
活躍いただき、とても助かっております。 
「織田巧さんへ」 
 丁寧な説明で納税者の理解を得ている様子に頼もしさを感じています。 
「高橋真琴さんへ」 
 懸案事項が生じた際などに、迅速な情報収集・整理をしていただきと
ても助かっております。 
「高橋紘史さんへ」 
 窓口業務の負担が多くなってしまい申し訳ございません。市民の皆様
への丁寧な対応ありがとうございます。 
  最後に、貴重な人材を派遣してくださった奥州市、北上市、花巻市の
皆様に心から感謝を申し上げます。 

応援職員から 

応援職員情報誌 R2.８.31 Vol.47 

織田さんに取
材をさせて頂き、
Ｐ7の「特集」に
掲載しました。 



         ①本多 渉（ほんだ わたる）                                   
           ②神奈川県相模原市 
           ③R2.4.1～R3.3.31 
④復興政策課（復興記録誌の作成、防集団地の管理、財務・庶務等）              
⑤派遣となって人生で初めて大船渡に来ましたが、魚、酒、海、山と本当に魅力的で大好きな場
所です。特に瓶詰めウニは衝撃的でした。なんとか少しでもこの街の役に立ってから帰りたいと
いう思いで毎日仕事に向き合っています。 
 大船渡の方は真面目で温かい人ばかり（そして美女が多い！）という印象です。職場の雰囲気
も明るくて良い人ばかりで、日々新たな発見や学びをさせていただいています。今後も周囲の方
や家族への感謝を忘れずに頑張ります。 

 
 

応援職員から ①氏名 ②派遣元 ③派遣期間 ④所属 ⑤一言 

派遣先職員から 
①氏名 ②所属 ③一言 

①水谷 智彦（みずたに ともひこ）                                 
②東京都西東京市 ③ R2.4.1～R3.3.31 
④教育委員会生涯学習課（社会教育・文化振興）              
⑤大槌への派遣は教育委員会にいた自分には縁遠い
話でしたが、今回、生涯学習課への配属ということ
で思い切って手を挙げました。 
   職場はとても温和な雰囲気で、初日から課の皆さ
んがよく声をかけてくださり充実した日々を過ごせ
ています。 
 先日は町に現れた天然記念物「カモシカ」の保護
作業をするなど、ここでは業務の幅が広く毎日が新
鮮です。 
 岩手の自然や食を堪能しつつ、被災から10年が経
とうとするこの町のこれから先のために、自分のや
れることを精一杯取り組んでいきたいと思います。 

           ①白土 純也（しらと じゅんや）                                 
②岩手県盛岡市 ③R2.4.1～R3.3.31 
④産業振興課（林業関係）             
⑤私は大槌町の隣の山田町の出身で、幼少からよく大槌町に
遊びにきていました。今回、縁のある大槌町で仕事をする機
会をいただけたことに感謝しています。 
 職場では、常に活発な意見のやりとりが行われることに加
え、笑い声が絶えず明るい雰囲気の職場です。 
 私生活では、町役場の野球部やバドミントン部に誘っても
らい、活動に参加しています。 
 コロナ禍が落ち着いたら、今回の派遣業務で知り合った職
員の方々と県内の観光地めぐりをしたいです。任期満了まで、
業務も私生活も充実させ、大槌をはじめとした岩手の魅力を
再発見していきたいです！ 

①岡本 克美 
   （おかもと かつみ） 
②産業振興課 
③「白土純也さんへ」 
 白土さんは、隣の山田町 
出身とのことで、共通話題 
などがあり、すぐに溶け込 
んでいただきました。当町 
では、未経験の林業関係を担当していますが、元気に頑
張っています。 
 今年度は、コロナ禍の影響でイベントなどが自粛傾向に
なっていますが、先日の「いわて大槌サーモン大発表会」
では、サケのつかみ取りコーナーを担当していただきまし
た。 
 仕事・仕事以外でも丸ごと大槌町での時間を楽しんでい
ただけるよう職員一同願っております。 

      ①佐々木 一方（ささき かずまさ） 
②教育委員会生涯学習課 
③「水谷智彦さんへ」 
 水谷さんには、社会教育、芸術文化など幅広い分
野の業務を担当していただいております。初めての
業務にもかかわらず、積極的かつスピーディーに取
り組んでいただき、大変感謝しております。状況把
握に長けている水谷さんが発する「何かお手伝いす
ることありますか？」のフレーズ、最高です（笑）。  
 今年は、新型コロナウイルスの影響で、主催イベ
ントが軒並み中止になったり、なかなか岩手県内各
所を巡ることが出来なかったりと残念な思いもして
おりますが、残りの派遣期間を少しでも楽しく無事
に過ごしてもらえるようにバックアップします。 

～応援職員のご紹介～ 

大槌町 

課の後輩にトレランを勧められ、盛岡市にある
姫神山へ行ってきました 

岩手山が綺
麗に見えま
した！！ 

大槌町役場野球チームで中学
以来の華麗なバッティング 

白土さん 

「復興ありがとうホスト
タウン」で、サウジアラ
ビア王国大使館より借用
した衣装を着て！！ 
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         ①本多 渉（ほんだ わたる）                                   
           ②神奈川県相模原市 
           ③R2.4.1～R3.3.31 
④復興政策課（復興記録誌の作成、防集団地の管理、財務・庶務等）              
⑤派遣となって人生で初めて大船渡に来ましたが、魚、酒、海、山と本当に魅力的で大好きな場
所です。特に瓶詰めウニは衝撃的でした。なんとか少しでもこの街の役に立ってから帰りたいと
いう思いで毎日仕事に向き合っています。 
 大船渡の方は真面目で温かい人ばかり（そして美女が多い！）という印象です。職場の雰囲気
も明るくて良い人ばかりで、日々新たな発見や学びをさせていただいています。今後も周囲の方
や家族への感謝を忘れずに頑張ります。 

陸前高田市① 
～応援職員のご紹介～ 

 
 

応援職員から 
①氏名 ②派遣元 ③派遣期間 ④所属 ⑤一言 

①氏名 ②所属 ③一言 
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①永山 悟（ながやま さとる） 
②建設部都市計画課 
③「菊池真司さんへ」 
 菊池さんには春から当課に赴任いただき、東日本大震
災からの復興にあたり掲げている 「ノーマライゼーショ
ンという言葉のいらないまち」の推進に向けて、店舗の
ユニバーサルデザインの認証や景観形成等を担当してい
ただいております。 
 震災から１０年の節目の年であり、復興事業の完遂に
向けてご負担もおかけしますが、未経験の分野にも関わ
らず前向きに取り組んでいただいており、非常に助かっ
ています。 
 引き続き健康に気をつけていただきながら、ぜひ私生
活も陸前高田を満喫してください。 

①菊池 真司（きくち しんじ）                       
②岩手県一関市 ③R2.4.1～R3.3.31 
④建設部都市計画課              
⑤入ってきた当初は、昨年までと全く違う仕事＆環境
の違う一人暮らしということで不安もありました。 
   しかし、職場環境は非常に風通しがよく、質問があ
ればいつでも誰でも答えが返ってくるし、席が隣のＳ
さんからは、一人暮らしということで気を使って頂い
ており、定期的におかずを一品頂いてしまっておりま
す。 
   本当に公私ともに支えられており、感謝しておりま
す。この貴重な派遣期間で成長し、少しでも陸前高田
の力になれればと思っておりますのでよろしくお願い
いたします。 

①菅原 安彦（すがわら やすひこ） 
②岩手県一関市 ③ R2.4.1～R3.3.31                       
④水道事業所業務係（水道料金賦課及び徴収） 
⑤今年４月より一関市から陸前高田市への派遣となりま
した。陸前高田市では水道事業所の業務係で水道料金の
賦課徴収の業務を行っております。 
   職場では３月まで先輩がいたこともあり、アットホー
ムな雰囲気ですぐに馴染め楽しく業務を行っています。
また、通常では運転する機会がない給水車を運転できる
ため出動要請があった際には率先して運転がしたいです。 
 陸前高田市は隣の市でもあり、市民の方の中には一関
市（大東町）出身の方や実家の近くの親戚であったりす
ごく親近感を感じます.。 

北海道洞爺湖でのカヌー 

①大和田 昌利 
（おおわだ まさとし）  
②水道事業所 
③「菅原安彦さんへ」 
 菅原さんには、４月から一関市より赴任いただき、水
道料金の調定と徴収事務を中心に担当していただいてお
ります。 
   水道の業務を担当するのは初めてとのことですが、下
水道や税務等での経験を活かし、業務に取り組まれてお
り、課題の解決にもご尽力いただいております。 
   慣れない環境で、ご苦労もあるかと思いますが、まず
は健康に留意され、今後も水道事業の運営にお力添えを
いただきますようお願いいたします。   

興田スポーツ少年団野球部の 

「学童野球県大会」のベンチ前で！ 

派遣先職員から 

Ｓさんから頂戴する
「おかず」は大変おい

しいです。 
ご馳走さまです。 

野球の追っかけ
してま～す 

（野球帽が似合
いますね！） 



         ①本多 渉（ほんだ わたる）                                   
           ②神奈川県相模原市 
           ③R2.4.1～R3.3.31 
④復興政策課（復興記録誌の作成、防集団地の管理、財
務・庶務等）              
⑤派遣となって人生で初めて大船渡に来ましたが、魚、
酒、海、山と本当に魅力的で大好きな場所です。特に瓶
詰めウニは衝撃的でした。なんとか少しでもこの街の役
に立ってから帰りたいという思いで毎日仕事に向き合っ
ています。 
 大船渡の方は真面目で温かい人ばかり（そして美女が
多い！）という印象です。職場の雰囲気も明るくて良い
人ばかりで、日々新たな発見や学びをさせていただいて
います。今後も周囲の方や家族への感謝を忘れずに頑張
ります。 

陸前高田市② 
～応援職員のご紹介～ 

 
 

応援職員から 

①氏名 ②派遣元 ③派遣期間 ④所属 ⑤一言 
①氏名 ②所属 ③一言 

派遣先職員から 
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①菅野 雅彦（かんの まさひこ） 
②市民協働部税務課 
③「米内駿さんへ」 
 米内さんには４月より陸前高田市にお越
しいただき、これまで税務経験がないにも
かかわらず、住民税の課税業務を中心に頑
張っていただいております。 
 てきぱきと前向きに仕事をこなす姿は頼
もしく、米内さんのように若くてエネル
ギッシュな職員がいることで課内が活気づ
き、大変心強く感じています。 
 単身で慣れない環境であり、また暑さも
続く時期ですが、体調には気をつけていた
だきながら、一緒に頑張りましょう。 

           ①米内 駿（よない しゅん）                                  
           ②岩手県滝沢市 ③R2.4.1～R3.3.31 
           ④市民協働部税務課（市県民税普通徴収賦課）              
⑤被災地復興の力になりたいと思い、派遣職員を志望しました。 
 派遣前は新しい環境に適応できるか不安がありましたが、陸前高田市
の職員の方々が温かく迎えてくださり、とても安心したことを覚えてい
ます。 
 他の派遣職員の方々との交流を通して情報共有ができるので、新しい
発見も多々あり、貴重な経験ができています。 
 陸前高田市の海鮮はとても新鮮なので、旬の食材をたくさん味わいた
いです。残りの期間、少しでも役に立てるように頑張ります。 

北海道洞爺湖でのカヌー 

フットサルチームの
「ステラミーゴいわて
花巻」に所属、県大会
で優勝しました！！ 

山旅フォト 

夏山シーズン、涼風を求めて皆さんも是非体験してみてください！！  

烏帽子岳（乳頭山、標高1,478m ）、千沼ヶ原、早池峰山（標高1,917ｍ）とその花々です。   



～特 集～ 
みちのく潮風トレイル 

（釜石市応援職員 織田巧さん） 
八木沢・宮古短大駅～綾里駅の間を9日間で、約250㎞を歩いています。 

5月３１日（日）大槌駅から浪板海岸駅へ 

 ひょっこりひょうたん島のモデルとして有
名な蓬莱島を右に眺めながら筋山を越えて
進み、コースの最後は鯨山登山でしたが、
山頂から北側に降りるルートが見つからず、
結局来た道を下りることになりました。 

 6月２１日（日）岩手船越駅から織笠駅へ 

 船越半島を一周するコースは終始山の中
を歩くような感じでしたが、そこを抜けるとカ
キやホタテの養殖棚が広がる山田湾のシン
ボル的な存在の大島（オランダ島）と小島が
望めました。 

 ６月２７日（土）織笠駅から八木沢・宮古短大駅まで 

 本州最東端の岬“魹ヶ崎”を擁する重茂半島を巡る
ルートを歩き、結局１日７万歩も歩きました。 

  なお、７月は天候不順で週末トレイルは断念しました。 

4月５日（日）鵜住居駅から大槌駅へ 

 「週末に室浜を通って、大槌まで歩いてみっ
か！」と思って歩いてみたのが始まりです。 

 「うのすまい・トモス」を出発し海岸線沿いを
お散歩している感覚で歩き、車とのすれ違い
は２台だけでしたが、所々、震災や台風１９号
被害の様子が見られました。 

４月１１日（土）鵜住居駅から両石駅へ 

 箱崎半島の先端に位置する御箱崎は景勝地で、北は大
槌湾や山田湾を、南は釡石湾を眺望できます。 

 半島一周で５万歩突破しましたが、 翌日から体の節々
が痛くなり、運動不足を実感したので、 その後、１日１万歩
を目指して朝と夕の通勤時間に歩くことにしました。 

5月２４日（日）両石駅から釜石駅へ 

 両石湾を左に見ながら進むも、鳥谷坂へのトレイ
ルコースを見つけられず半島を一周することとなり
ました。 

釜石湾に出ると眼下に湾口防波堤が現れ、釜石港
奥にタンカー荷揚げ用クレーンと火力発電所の煙突
が見えてきました。 

 この時は、 ４万歩ほど歩いたが以前ほどは疲れな
くなりました。 

6月６日（土）釜石駅から唐丹駅へ 

  平田から唐丹へ行く石塚峠越えのトレイルコースを事前
確認するものの、 目の前をシカが横切り、道幅も狭くて、
坂道も急なため進むのを断念する。 

  尾崎半島を一周することにしたが、台風１９号により途

中で県道が寸断され進めないため、いったん山に登り、山
から寸断された道の先に降りるなど、藪漕ぎしなんとか駅
まで到着して帰路へ着くことが出来ました。 

８月２日（日）三陸駅から綾里駅へ 

  晴天の下、越喜来湾と綾里湾を見ながら進み、最後

は三陸リアス海岸特有の断崖美を誇る綾里崎まで足
を延ばしました。 

 久々のトレイルコースで途中、道に迷うもありました
が、 歩くことが楽しく感じるルートでした。 

6月２０日（土）唐丹駅から三陸駅へ 

 吉浜へは鍬台峠越えのトレイルコースではなく、
半島を一周して到着しました。 

  その後、吉浜から越喜来へは羅生峠越えのトレイ
ルコースを進みました。 

八木沢・宮古短大駅 

織笠駅 

岩手船越駅 

浪板海岸駅 

大槌駅 

鵜住居駅 

両石駅 

釜石駅 

唐丹駅 

三陸駅 

綾里駅 

三陸浜街道 

鍬台峠 

羅生峠にある 

カラフルな椅子 

水海海岸から釜石
湾に向かう半島の
山道は、少し霧が
かかっていて神秘
的な感じでした 

6月27日朝の8時25分 

山田湾大沢漁港から見えた雲海 

トレイル 
取材編 
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ① 市町村課に来ている 
県内市町村研修生より 

「わがまち」を紹介してもらう 
コーナーです。まだ知らなかった

岩手の情報満載です♪ 
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 ご存じの方は少ないと思いますが、かつて日本有数
のマンガン鉱床が野田村にありました。最盛期にはた
くさんの人が住まい、強豪の野球チームを抱えるなど
活気があったとされています。 
 現在は鉱山の一部を整備し、観光坑道、地下博物館
として営業しています。気温は年間を通して１０℃前
後ですので、残暑が厳しい時にはぜひ涼みに行くのも
おすすめです。 
 さらに、天然の冷蔵庫として、隣接する涼海の丘ワ
イナリーで醸造したワインの熟成にも活用されていま
す。ワインセラーとして個人的に委託することもでき
るようですので、気になる方はワイナリーにお問い合
わせを。 
 鉱山で採掘されたバラ輝石はマリンローズとして加
工され、職人の手仕事でジュエリーに生まれ変わりま
す。色はピンク～黒など一点一点違います。手作り体
験教室もやっています。洞窟での探検気分を味わいな
がら素敵な宝石を探しにお越しください。 
 

               野田村からの研修生 Ｋ 氏  

マリンローズパーク野田玉川（野田村) 

マリンローズパーク野田玉川 

 地下400ｍからやってきたマネキン地下ア
イドル「MANGAN BOYz（マンガンボーイ
ズ）」が出迎えます。 
 採掘作業の様子を機械や人形で再現して
いるほか、世界各国のさまざまな宝石の原
石、鉱物、さらには化石も展示しています。 

職人手づくりのジュエリー 
特産品コンクール岩手県知事賞

のワインオープナー 



Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ② 

発行元連絡先  岩手県ふるさと振興部
市町村課 調整担当 

mail：FA0052@pref.iwate.jp  

または FA0052@pref.iwate.lg.jp  

TEL：019-629-5236 

★応援職員相談窓口のご案内★ 
 

応援職員の皆様が慣れない環境の中で 
可能な限り円滑な業務遂行を行い、 

より良い執務・生活環境を確保できるよう、 
常時受付する相談窓口を設置しています。 

お気軽にご相談ください。 
mail：FA0052@pref.iwate.jp  

  またはFA0052@pref.iwate.lg.jp 

TEL：019-629-5236 
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市町村課職員のTweet 
コーナー。応援職員さんへの
アドバイスあり、季節の話題

や岩手の紹介あり、 
ゆる～いタッチで様々な 
情報をご提供します。 

 最近、引っ越しをして、職場まで歩いて通うようになりました。
これまでも盛岡市内に住んでいましたが、自転車で通勤していたた
め、ただただ自宅と職場を往復する毎日でした。 
 歩いて通勤するようになって、通勤しながらまち歩きも楽しんで
います。市内に住んでいても知らなかった町屋だったり、お寺だっ
たりと、たくさんの発見があり、ついつい遠回りをしながら、通勤
する毎日です。 
 岩手県内には、たくさん魅力的な観光地がありますし、新型コロ
ナウイルスの影響も深刻な中で、県内の観光も盛り上がっていって
ほしいところではありますが、皆様も、まずはお住まいの身近な地
域に目を向けて、地域ならではの新しい発見、出会いも楽しんでみ
てはいかがでしょうか？ 
                                                                                
           盛岡市（旧都南村）出身 市町村課 Ｋ氏 

＜おすすめの国産クラフトビール＞ 

 私はビールに始まりビールに終わるタイプである。 
 ワインや日本酒を挟んで、ろれつが回らなくなっていても、最後は体がビール
を欲してしまう。簡単に言えば、ビール中毒、さらに言えば、ホップ中毒なんだ
と思う。ビールの中でもホップの効いたエールタイプのもの、特にＩＰＡ（イン
ディア・ペール・エール）というアルコール強め、ホップの苦み強めのビールが
好き。（考えていたらよだれが．．．） 
ということで、ＩＰＡに限らず個人的に好きな国産クラフトビール（醸造所）を
紹介します。 
◎ 志賀高原ビール（長野県）… ＩＰＡならここ。ホップの効きが癖になる。 
◎ スワンレイクビール（新潟）… 一押しはアンバー。 
                 東京駅近くに直営パブあり。 
◎ Ｔ.Ｙ.ＨＡＲＢＯＲ（東京）… ＩＰＡだけでなく他の種類もバランスよく 
                 うまい。 
◎ 箕面ビール（大阪）… スタウトは定番中の定番。 
◎ べアレンビール（岩手）… 岩手に来たらやっぱりべアレン。 
  
 王道のセレクションになってしまいました。例年なら一関の全国地ビールフェ
スティバルでも飲めるはずでしたが．．．コロナを気にせず旅行したりビールを
飲んだりできる日が早く訪れることを願っています。 
                     久慈市出身 市町村課 Ｔ氏 

＜通勤途中で、たくさんの発見＞ 
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